　　　＜年貢さえすませば…＞　資料④「戦乱の時代」


政治上の出来事
社会のようす

平安時代


1156：保元の乱（武士が政治に進出）

1159：平治の乱（武士の力が大きくなる）

⇒平清盛が太政大臣になる

1180：源頼朝が兵をあげる

1185：平氏が滅びる

1192：源頼朝が征夷大将軍になる（鎌倉幕府の成立）

1221：承久の乱（武士が天皇に勝つ）

1331：鎌倉幕府を倒す戦いが始まる

1333：鎌倉幕府の滅亡
1336：天皇家が二つに分裂する（室町幕府の成立）

1392：天皇家が一つになる

1467：応仁の乱が起きる

1477：応仁の乱が終わる

1573：織田信長が室町幕府を滅ぼす

1590：

1592：秀吉が朝鮮を攻める

1598：秀吉が死ぬ

1600：関ケ原の戦い

1603：徳川家康が江戸に幕府を開く


　鎌倉時代





　　　　　室町時代





　　（戦国時代）





　（安土桃山時代）





江戸時代





　＜年貢さえすませば…＞　　　資料⑤戦争の実態
· eq \o(\s\up 9(たけだしんげん),武田信玄)の戦い（eq \o(\s\up 9(こうようぐんかん),甲陽軍鑑)より）
　①私は大将なので、この辺の者どもを引き連れ、国境をこえ、eq \o(\s\up 9(てるとらこう),輝虎公)（eq \o(\s\up 9(うえすぎけんしん),上杉謙信)）の城の近くまで行き放火し、eq \o(\s\up 9(えちご),越後)の者をらんどりし、こちら（eq \o(\s\up 9(しなの),信濃)）まで連れてきた。… eq \o(\s\up 9(てるとらこう),輝虎公)の城の近くへ放火し、らんぼうに女・わらべを取って、eq \o(\s\up 9(ぶじ),無事)に帰る。
　　　②（敵からの）eq \o(\s\up 9(ぷんど),分捕)りの刀やeq \o(\s\up 9(わきざし),脇差)などにより、身なりがよくなる。馬・女などeq \o(\s\up 9(らんどり),乱取り)につかみ、これもよいかせぎになるので、（eq \o(\s\up 9(たけだしんげん),武田信玄)の）国の民百姓は豊かになっていった。

　○eq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)のeq \o(\s\up 9(しまづし),島津氏)の戦い（ルイス・フロイス「日本史」より）
　　　①eq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)（鹿児島）軍がeq \o(\s\up 9(ぶんご),豊後)（宮崎）でeq \o(\s\up 9(ほりょ),捕虜)にした人々は、eq \o(\s\up 9(ひご),肥後)（熊本）の国へeq \o(\s\up 9(れんこう),連行)されて売られた。  

  　　　… eq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)やeq \o(\s\up 9(ひご),肥後)にeq \o(\s\up 9(れんこう),連行)された後、羊の群れのように市場を歩かされ、売られていった。彼らの多くは、一、二文のeq \o(\s\up 9(やすね),安値)で売られた。
　　　②eq \o(\s\up 9(しまばら),島原)の地では、時に四十名もの売り手が集まる。彼らはeq \o(\s\up 9(ぶんご),豊後)の婦人や男女の子供たちを二束三文で売った。
　　　＜年貢さえすませば…＞ 資料⑥　村がもらった禁制（禁止令）

· この時代の村は戦争がはじまると、争い合う大名の所に行って金を払い、大名の家来がその村に乱暴をはたらくことを禁止する命令書（eq \o(\s\up 9(きんれい),禁令)）を出してもらった。

　　＜年貢さえすませば…＞　　　　資料⑦山城の国一揆
　　1485年10月。eq \o(\s\up 9(やましろ),山城)の国（京都府）の南部は、eq \o(\s\up 9(かすがじんじゃ),春日神社)とeq \o(\s\up 9(こうふくじ),興福寺)のeq \o(\s\up 9(りょうち),領地)であったが、eq \o(\s\up 9(おうにん),応仁)のeq \o(\s\up 9(らん),乱)

eq \o(\s\up 9(いらい),以来)、eq \o(\s\up 9(しゅご),守護)のeq \o(\s\up 9(はたけやままさなが),畠山政長)とeq \o(\s\up 9(はたけやまよしなり),畠山義就)がeq \o(\s\up 9(くにじゅう),国中)で争い、両方のeq \o(\s\up 9(ぐんぜい),軍勢)が戦った。
　　　　　12月。12月になっても争いはeq \o(\s\up 9(けっちゃく),決着)がつかず、両軍は各地の寺や民家ことごとくに火をつけたり、eq \o(\s\up 9(う),打)ちeq \o(\s\up 9(こわ),壊)してeq \o(\s\up 9(かざいどうぐ),家財道具)をとっていくので、建物はほとんど残っていない状態になった。
　　　　　12月11日。今日、eq \o(\s\up 9(やましろ),山城)のeq \o(\s\up 9(こくじん),国人)（eq \o(\s\up 9(ぢざむらい),地侍)）が集会を開いた。上は６０才下は１５・６才の者まで集まったという。またこれと同じ時に同じ場所に、山城の国中のeq \o(\s\up 9(どみん),土民)も集まったという。eq \o(\s\up 9(こんど),今度)のeq \o(\s\up 9(はたけやま),畠山)両軍のeq \o(\s\up 9(らんぼう),乱暴)に対するeq \o(\s\up 9(しょち),処置)を決めるためだという。もっともなことである。次のことを決めた。

　　　　　　　　　　もしeq \o(\s\up 9(りょうはたけやまがた),両畠山方)がeq \o(\s\up 9(しりぞ),退)かなければ、eq \o(\s\up 9(くにしゅう),国衆)としてeq \o(\s\up 9(こうげき),攻撃)することを決めたという。
　　　　　12月17日。eq \o(\s\up 9(りょうはたけやま),両畠山)のeq \o(\s\up 9(ぐんぜい),軍勢)はすべてeq \o(\s\up 9(やましろ),山城)の国からeq \o(\s\up 9(しりぞ),退)いた。今後は元どおりeq \o(\s\up 9(へいおん),平穏)になり、国中の人々がeq \o(\s\up 9(おきて),掟)を作って国をeq \o(\s\up 9(おさ),治)めるという。喜ぶべきことである。
　　　　　　　今度のことは、国中の３６人衆が申し合わせたことだ。
　　　（eq \o(\s\up 9(だいじょういんじしゃざっき),大乗院寺社雑記)による）　　　　

　　＜年貢さえすませば…＞　　　資料⑨　eq \o(\s\up 9(のぶなが),信長)のeq \o(\s\up 9(せいさく),政策)
〔１〕eq \o(\s\up 9(まちしゅう),町衆)（eq \o(\s\up 9(ゆうりょくしょうこうぎょうしゃ),有力商工業者)）・寺には
· 信長に従う町や寺には
· 町や寺の自治を認めて、eq \o(\s\up 9(らくいちらくざれい),楽市楽座令)を出し、商売の自由も認めた。
· 信長に従わない町や寺には
1 eq \o(\s\up 9(やぜに),矢銭)（戦争の費用）を出して降参するか。
2 町を焼き払い皆殺しにする。
　〔２〕eq \o(\s\up 9(どいっき),土一揆)や寺に対しては　
· 信長に従うとのeq \o(\s\up 9(せいやくしょ),誓約書)を出した村や寺には
· 村や寺の自治をみとめて、eq \o(\s\up 9(らくいちらくざれい),楽市楽座令)を出し、商売の自由も認めた。
· 信長に逆らった村や寺には（eq \o(\s\up 9(えちぜん),越前)のeq \o(\s\up 9(いっこういっき),一向一揆)の場合）
…人数を四手にわけ、山々谷々残るところなく探し出し、首を切りました。１７日に持ってこられた首は２０００個あまり、eq \o(\s\up 9(いけどり),生け捕り)は７０～８０人ほど。これも首を切りました。１８日。５００～６００ずつ首がほうぼうから持ってこられたのでその数を数えられません。１９日。６００人余りをeq \o(\s\up 9(うちとり),討ち取り)、eq \o(\s\up 9(いけどり),生け捕り)１００人。これも首を切りました。２０日。１０００人余り切り捨て、eq \o(\s\up 9(いけどり),生け捕り)は１００人ほど。これも首をはねました。２１日。首５００、eq \o(\s\up 9(いけどり),生け捕り)１０人余り。これも首を切りました。eq \o(\s\up 9(しばたかついえ),柴田勝家)・eq \o(\s\up 9(あけちみつひで),明智光秀)より、１０００人ほど首を切ったとの報告がありました。
　　　　　　　１５７５年８月２２日　　　　　　　　　　　信長
　　　　eq \o(\s\up 9(むらいながとのかみ),村井長門守)どの
· eq \o(\s\up 9(らくいち),楽市)・eq \o(\s\up 9(らくざれい),楽座令)
一、 eq \o(\s\up 9(じょうか),城下)の市場にeq \o(\s\up 9(いじゅう),移住)して来る者は、eq \o(\s\up 9(おだけりょうない),織田家領内)はどこでも自由に行き来して良い。またeq \o(\s\up 9(ねんぐ),年貢)やeq \o(\s\up 9(しょえき),諸役)はeq \o(\s\up 9(めんじょ),免除)する。
一、 eq \o(\s\up 9(らくいち),楽市)・eq \o(\s\up 9(らくざ),楽座)とするからeq \o(\s\up 9(しょうち),承知)して商売せよ。
一、 eq \o(\s\up 9(きょうせいてき),強制的)な買い上げや暴力行為はeq \o(\s\up 9(ぜったい),絶対)にeq \o(\s\up 9(ゆる),許)さない。
eq \o(\s\up 9(えいろく),永禄)１１（１５６８）年９月


　＜年貢さえすませば…＞資料⑩　秀吉の政策
〔1〕 秀吉のeq \o(\s\up 9(しまづし),島津氏)あての手紙（eq \o(\s\up 9(そうぶじれい),惣無事令)）（1585年）
　　　　九州の戦国大名同士の領土争いは、秀吉政権のもとでeq \o(\s\up 9(さいばん),裁判)をしてeq \o(\s\up 9(かいけつ),解決)する。だから今、争っているそれぞれの大名はおたがいに戦争をやめなさい。これは天皇の命令によるものである。このeq \o(\s\up 9(ていせんれい),停戦令)（戦争をやめろという命令）をeq \o(\s\up 9(きょひ),拒否)するものはeq \o(\s\up 9(せいばい),成敗)（兵を送りeq \o(\s\up 9(しょばつ),処罰)）する。
〔2〕 秀吉の人身売買禁止令（1587年）
　
　　秀吉は「人身売買の禁止と、eq \o(\s\up 9(だいとう),大唐)・eq \o(\s\up 9(なんばん),南蛮)・eq \o(\s\up 9(こうらい),高麗)へ日本人を売ること」を禁止した。
〔3〕 秀吉の島津氏あての手紙（eq \o(\s\up 9(かたながりれい),刀狩令)）（1588年）
一 、諸国百姓ら、刀・わきざし・弓・やり・鉄砲・その他のeq \o(\s\up 9(ぶぐ),武具)のたぐいを持つことをかたく禁止する。なぜかというと武器をもっていると、年貢を出ししぶり、一揆をくわだて、自然に領主に対して反抗する。そんなことになれば、田畑があれ、領主の収入がなくなるので、領地の武器をみんな取り上げなさい。
　　一、 刀・わきざしはただ取り上げるのではなく、こんど大仏をつくる時、くぎやかすがいにするので、現在は言うにおよばず、eq \o(\s\up 9(らいせ),来世)までも、百姓はみな救われる
　　一、 百姓は農具さへ持ち、いっしょうけんめいにeq \o(\s\up 9(こうさく),耕作)すれば、eq \o(\s\up 9(ししそんそん),子々孫々)まで長生きできる。百姓にあわれみをもってこのことをおしえさとせば、国土は安全で万民は快楽にくらせるだろう。昔の中国では、天下が統一された後、すべて武器を農具に変えたという。わが国ではためしたことがない。みなこのことを守り、百姓は農業に精を出すこと。
  　　　右のとおり、武器を必ず集めて、差し出すように
　　＜年貢さえすませば…＞
　　　資料⑪　eq \o(\s\up 9(ぶけしょはっと),武家諸法度)（eq \o(\s\up 9(げんな),元和)

eq \o(\s\up 9(がんねん),元年)―１６１５年定める）
一、 eq \o(\s\up 9(ぶんぶきゅうば),文武弓馬)の道をもっぱらたしなむこと。
一、 集団で酒を飲んでeq \o(\s\up 9(さわ),騒)いだり、eq \o(\s\up 9(おんなあそ),女遊)びをせぬこと。
一、 eq \o(\s\up 9(はっと),法度)にそむくものどもを国々にeq \o(\s\up 9(かく),隠)し置いてはならぬこと。
一、 国々の大名･eq \o(\s\up 9(しょうみょう),小名)ならびにその領地を持ったeq \o(\s\up 9(かしん),家臣)のめしかかえているeq \o(\s\up 9(けらい),家来)の中に、eq \o(\s\up 9(はんぎゃく),反逆)をくわだて人を殺害するものがいたら、すみやかに追い出すこと。
一、 諸国の城は、eq \o(\s\up 9(しゅうぜん),修繕)だけであってもかならず幕府のeq \o(\s\up 9(きょか),許可)をえなければならぬ。まして新しく作ることはかたくeq \o(\s\up 9(ていし),停止)する。
一、 隣の国（大名領）においてならわしを破り、eq \o(\s\up 9(ととう),徒党)を結ぶ（集団を組んで何事かをくわだてる）ものがいたら、直ちに幕府に報告すべきこと。
一、 幕府のeq \o(\s\up 9(きょか),許可)なくeq \o(\s\up 9(けっこん),結婚)してはならぬこと。
一、 eq \o(\s\up 9(いふく),衣服)は身分に応じたものを着るべきこと。
一、 誰でもeq \o(\s\up 9(こし),輿)に乗るのではなく、身分に応じたものにすべきこと。
一、 eq \o(\s\up 9(じゅうしゃ),従者)の数はなるべく増やさずeq \o(\s\up 9(けんやく),倹約)すべきこと。
一、 eq \o(\s\up 9(こくしゅ),国主)である大名はeq \o(\s\up 9(せいむ),政務)にeq \o(\s\up 9(せい),精)を出すこと。
　　eq \o(\s\up 9(かんえい),寛永)１２（１６３５）年eq \o(\s\up 9(ついか),追加)
　　一、　大名・eq \o(\s\up 9(しょうみょう),小名)は交代して江戸に住むよう定める。毎年四月中に江戸城にeq \o(\s\up 9(さんきん),参勤)すべきこと。
　　＜年貢さえすませば…＞資料⑫　江戸時代の農家の休日
　　享和３（1803）年の梶ヶ谷村の休日




１月
計８日
１日
２日
３日
正月につき農作業は休み



７日
火事よけの祭礼のため休み


11日
eq \o(\s\up 9(くらびらき),蔵開き)でeq \o(\s\up 9(おそなえ),お備え)を割るため休み


15日
小正月で休み


16日
eq \o(\s\up 9(こうじん),荒神)さまの祭りで休み


20日
eq \o(\s\up 9(おそなえ),お備え)を割るので休み

２月
計６日
１日
お備えをeq \o(\s\up 9(に),煮)てeq \o(\s\up 9(ぞうに),雑煮)にし休み


初午（はつうま）
eq \o(\s\up 9(いなり),稲荷)祭りのため休み


彼岸中日
eq \o(\s\up 9(はかまいり),墓参り)のため休み


その他
eq \o(\s\up 9(ほうこうにん),奉公人)がeq \o(\s\up 9(こうたい),交代)する月のため３日ほど村役人がおeq \o(\s\up 9(ふ),触)れを出して休み

３月
計７日
１日



？日
雹（ひょう）祭りで休み


？日



15日



その他
春の種まきのあと３日ほど村役人がお触れをだして休み

４月
計３日
１日



８日
おeq \o(\s\up 9(しゃか),釈迦)さまeq \o(\s\up 9(たんじょう),誕生)の日で休み


その他
eq \o(\s\up 9(ひょうまつり),雹祭り)で村役人から触れを出して１日休み

５月
計１日
５日
eq \o(\s\up 9(たんご),端午)のeq \o(\s\up 9(せっく),節句)で休み

６月
計７日
１日



７日
春の村祭（村の神社の祭礼）で休み


14日



15日



その他
田の草取りをしたあと３日ほど休み







７月　　
計５日
１日



７日
eq \o(\s\up 9(たなばた),七夕)のeq \o(\s\up 9(せっく),節句)で休み


14日
15日
16日
おeq \o(\s\up 9(ぼん),盆)のeq \o(\s\up 9(さいれい),祭礼)で休み

８月
計３日
１日



15日
一五夜の月見で休み


彼岸中日
秋の墓参りで休み

９月
計２日
14日
秋の祭り（村の神社の祭礼）で休み


16日
秋の祭りの終わりで休み

その他
計２日
疫病よけ
eq \o(\s\up 9(えきびょう),疫病)が流行ったら疫病よけの祭礼のために１日休む


雨乞い
eq \o(\s\up 9(ひでり),日照)が続いたら、村役人からお触れを出して１日休む

総計
44日



　　　　川崎市史資料編２より

　　　＜年貢さえすませば…＞　資料⑬　江戸時代の年貢の移り変わり。
　　　【１】秀吉の時代の年貢
①eq \o(\s\up 9(けんち),検地)（田畑の大きさ・作物がとれる量・誰の田畑かを調べる）をする
②田畑のeq \o(\s\up 9(こくだか),石高)（作物の取れ量）を決める
③eq \o(\s\up 9(こくだか),石高)の７５％を年貢として取る。

　　【２】家康の時代の年貢
①eq \o(\s\up 9(けんち),検地)を行う
②田畑のeq \o(\s\up 9(こくだか),石高)を決める
③eq \o(\s\up 9(こくだか),石高)の約５０％を年貢として取る。

　　【３】約２００年後（江戸時代末）の年貢
①eq \o(\s\up 9(けんち),検地)は２００年ほど行われない。
　　（農業が発展して取れる量が増える）
②eq \o(\s\up 9(こくだか),石高)（実際のとれる量の約半分になっている）
③eq \o(\s\up 9(こくだか),石高)の約５０％を年貢として取る
　　（実際の取れる量の約【　　　】％）


　　　＜年貢さえすませば…＞　資料⑭eq \o(\s\up 11(けいあん),慶安)のおeq \o(\s\up 11(ふれがき),触書)
　　一、　　幕府のきめたきまりを守らなかったり村をおさめる地頭や代官を無視　したりせず、名主たちを本当の親とおもってその言いつけを守ること。
　　　一、　　朝は早起きして田畑の草をかり、昼は田畑を耕し、夜には縄をなったり俵（たわら）を編むなど、それぞれの仕事を油断なく行うこと。
一、 酒やお茶を買って飲んではいけない（自分でつくること）。
一、 　百姓は肥料を用意しておくことが大事だから、トイレを広くとり、雨降りのときに雨がはいって肥料をだめにすることのないよう気をつけること
一、 　百姓には先々のことも考えないで、収穫のあとの秋には米などを妻子にたくさん食べさせてしまいあとになって米がなくて困るものが多い。いつも米の少なくなる正月や２月３月の気持ちですごし食べ物を大切にしなさい。麦や粟（あわ）やひえや大根や菜っ葉などいろいろな食べ物をつくり、米を食べつくして困ることのないようにしなさい。小豆（あずき）の葉っぱやいもの葉っぱもすてずに大事に使いなさい。
一、 　男は畑仕事、女は布を織るなど、一日しっかりと働き夫婦ともよく稼ぐこと。だから美人の女房でも夫のことをおろそかにしたり（働かずに）茶ばかり飲んでいたり遊んでばかりいるようなものは離婚しなさい。
一、 　特別に広い田畑を持っているものならよいが、田畑が少なく収入が少ないのに子供がたくさんいる家は、他人に養子に出したり（商店などに）働きに出したりして、食べ物がなくて困ることのないようにしなさい。
一、 　健康に気をつけ病気にならぬように気をつけること。どんなに精を出して働いても病気になってしまえば働けず、暮らせなくなってしまうのだから気をつけること。
一、 　たばこを飲んでは行けない。これは腹のたしにもならずけっきょく病気になるだけなのだしお金もかかるし、火事を出すもとであるから。
一、 　独身の百姓が病気になって田畑の仕事が出来ないときは、五人組や村中の百姓が助け合って田畑を荒らさないようにしなさい。
一、 　年老いた親は大事にし孝行しなさい。年貢さえすませてしまえば百姓ほど楽なものはないのだから、このことをよく心がけ子供たちや孫たちにもよく言い聞かせ、健康でぜいたくをしないでかせぐべきである。
eq \o(\s\up 11(けいあん),慶安)２年（1649年）２月２６日
源平の争乱





②戦国の争乱





武士と武士


武士と天皇貴族


の領地をめぐる争い





1428：正長の土一揆





百姓が幕府や大名と戦う





産業が発達し、お金があればなんでも出きる世の中になる





将軍をめぐる争い





①南北朝の戦乱





豊臣秀吉が全国を統一する（争いの禁止・平和へ！）





朝鮮・中国を攻める





この武田軍に捕らえられた男女のうち、親類のいる者は一人２貫文から10貫文の身代金で買い戻されていたという。





２貫文＝約６万円　　　10貫文＝約30万円





※記録上の最高値は：100貫文＝300万円





★この人々は、おそらく�eq \o(\s\up 9(ながさき),長崎)�や�eq \o(\s\up 9(はかた),博多)�に運ばれそこから中国の船やヨーロッパ人の船に乗せられて、遠くフィリピンやインドネシアに奴隷として売られていたと考えられている。





             武蔵国�eq \o(\s\up 9(いなげ),稲毛)�郡


    � eq \o(\s\up 9(きんせい),禁制)�         �eq \o(\s\up 9(さくのべ),作延)�郷


                   長尾村


                   �eq \o(\s\up 9(たいら・どばし),平土橋)�村





一  � eq \o(\s\up 9(ぐんぜいこうおつにん),軍勢甲乙人)�、� eq \o(\s\up 9(らんぼうろうぜき),濫妨狼藉)�の事


一  放火の事


一  �eq \o(\s\up 9(ちげにん),地下人)�百姓に対し


         無理を申し付けること





    右のことをかたく停止させる


   もし、違反した者があればすぐに 


   厳罰に処す





   �eq \o(\s\up 9(てんしょう),天正)�十八年 四月  （秀吉朱印）





その値段は：①大きい村：3200文（＝96000円）


　　　　　　②中くらいの村：2200文（＝66000円）


　　　　　　③小さい村：1100文（＝33000円）





※ただしこの値段は豊臣秀吉が�eq \o(\s\up 9(てんしょう),天正)�18年（1590年）にこれ以上は取ってはいけないと定めたものなので、以前はこれ以上たくさん取られていたのが実情。





一　　今より以後、�eq \o(\s\up 9(りょうはたけやまがた),両畠山方)�の�eq \o(\s\up 9(ぐんぜい),軍勢)�は、国内に入るべからず。





一　　乱のなかで�eq \o(\s\up 9(うばい),奪い)�取った神社や寺の�eq \o(\s\up 9(りょうち),領地)�はもと　の持ち主に返す。





一　　新しい�eq \o(\s\up 9(せきしょ),関所)�などは、�eq \o(\s\up 9(いっさい),一切)�立てるべからず。











こうして山城の国は「百姓の持ちたる国」とよばれるようになった。


同じことは1488年に�eq \o(\s\up 9(かが),加賀)�の国（石川県）でも起きた。





秀吉の時代（1500年代の終わり）の農村のお休みは








　　　　年　２０日ほど








年貢の割合は年がたつにつれて


【　　　　　　　　　　　】いる。








